
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

+++ 今月の特集 +++ 

1. 新型コロナ感染による労災給付 

2. 押印廃止の注意点 

3. 2022 年以降の法改正 

4. 感染防止と熱中症対策 

 

 

東京は、４回目の緊急事態宣言となりまし

た。感染者の増加が抑えられない状況です。 

2021 年 4 月に発生した新型コロナウイル

スのクラスター約 470 件のうち、職場でのク

ラスターが 90 件以上となり、高齢者施設を

上回り最多であったという報告があります。

業務中の感染リスクは、企業様にとっても大

きな課題となっております。 

医療従事者以外の労働者の場合でも、感染

経路が業務によることが明確な場合や、感染

経路が不明であっても、複数人の感染者が確

認された場合は、労災保険給付の対象となり

ます。 

医療従事者の場合は、業務外での感染が明

らかなケース以外は、原則として労災の対象

となります。 

厚生労働省「職場で新型コロナウイルスに感染した方へ」 

https://www.mhlw.go.jp/content/000698300.pdf  

労災保険給付の対象になるとは言え、職場

でのクラスターを発生させないようにするの

が第一です。長く続くコロナ禍ですが、気を

緩めずに対策を行い乗り越えていきましょう。 

 

 

 

2020 年 12 月 25 日より年金手続きの押印

は原則廃止となっておりますが、例外もある

ため注意が必要です。主に、口座振替に係る

書類（金融機関へのお届け印が必要）は、継

続して押印した申出書の提出が必須です。対

象につきましては以下をご参照ください。 

日本年金機構「年金手続きの押印を原則廃止」 

https://www.nenkin.go.jp/oshirase/taisetu/2020/202012/20201

225.html  

 

 

 

2022 年にも、様々な法改正の予定がありま

す。SATO としましても、最新の法改正に合

わせた手続きを行うことはもちろん、様へ最

新の法改正情報を発信できるよう努めてまい

ります。 

 

-- 2022 年 4 月施行--  

☆60～64 歳の在職老齢年金・支給停止基準額

の引上げ⇒28 万→47 万（65 歳以上と同じ） 

 →この改正により、64 歳までの方も年金月

額と合わせて 47 万円まで働いても支給停

止にならないので、上限を気にされていた

方も働きやすくなります。 

 

☆在職定時改定の導入 

 ・〔現行〕65 歳以上の在職者は退職等によ

り資格を喪失するまで老齢厚生年金の額

を改定しない 

 ⇒〔導入後〕年金額を毎年 10 月に改定し、

それまでに納めた保険料を年金額に反映

する 

→在職中は老齢年金の額が変更されませ

んでしたが、毎年１０月に変更されるこ

とにより、在職期間中の不公平感が改善

されます。 

 

☆中小企業のパワハラ防止法が、努力義務か

ら義務化へ 

→『指針に定められている事業主が講ずべき

措置のポイント』（パワーハラスメント／セ

クシャルハラスメント／妊娠・出産・育児

休業等に関するハラスメント）について、

パンフレットにもまとめられています。 

規定類の整備も必要になる企業もあるか

と思われますため、きちんとポイントを押

さえておく必要があります。 

 厚生労働省パンフレット 

https://jsite.mhlw.go.jp/tokyo -

roudoukyoku/content/contents/000656438.pdf  

 

☆改正女性活躍推進法の施行 

・一般事業主行動計画の策定・届出義務及

び自社の女性活躍に関する情報公表の

義務の対象が、常時雇用する労働者数が

301 人以上の事業主から 101 人以上の事

業主に拡大されます。 

→常時雇用する労働者数 101人以上 300 人

以下の事業主は、施行日までに、行動計

画の策定・届出及び情報公表のための準

備が必要となります。 

 

-- 2022 年 10 月施行--

☆短時間労働者の社会保険適用拡大 

・〔現行〕常時 500 人超事業所 

⇒〔改正〕常時 100 人超事業所 

 ・〔現行〕継続して 1 年以上使用見込み 

 ⇒〔改正〕継続して 2 か月を超えて使用

見込み →これにより、短期雇用の

連続で社保加入を免れようとする

動きを牽制しています。 

→企業側だけではなく、労働者側にも大き

な影響を与える改正となるため、必要に

応じて雇用計画の見直しや就労調整な

ど、早期な取り組みが必要です。 

 

 

2021 年の夏は、猛暑が予想されています。

感染症対策と同時に、熱中症対策にも努めな

ければなりません。マスクは感染予防に必須

ですが、皮膚からの熱の発散がしにくくなっ

たり、水分補給を怠りがちになったりします。

コロナ対策と同時進行の熱中症対策を心掛け

ていきましょう。 

★屋外で、人と十分な距離が離れている場

合はマスクをはずしましょう 

★時間と飲む量を決めて、こまめに水分補

給をしましょう 

★エアコン使用中も換気をしましょう 

厚生労働省「新しい生活様式における熱中症予防行動のポイント」 

https://www.mhlw.go.jp/stf/seisakunitsuite/bunya/000012143

1_coronanettyuu.html  
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